
交　　通

1　沿 革

2・軌　道　事　業

3　自動車運送事業

4　経　営　状　況

5　職員数及び給与

6　施 m

333

333

336

341

342

342

l日





革

熊本市の交通事業は、市電が大正13年8月1日、市バスが昭和2年11月23日より営業を開始し、以来、熊本市

勢の発展とともに市内の主要交通機関として年々路線を拡大してきた。

しかし、昭和30年代後半より社会経済情勢の変化、モータリゼーションの進展等により、その地位を個別輸送

故閑にとって替わられ、企業の経営は悪化の一途をたどりワンマン化等効率化を横極的に進めたにもかかわらず

経営の抜未的改善には至らず、特に市電は4つの路線を廃止せざるを得なくなった。

昭和48年から昭和62年までの15年間、国の財政再建団体の指定を受け、国及び一般会計からの援助を受けつつ

経営基盤の確立を図った。

この間、 2次にわたる石油ショックにより大量輸送機閑見直しの機運が高まり、市電は無公害・省エネルギー

の交通機関として見直され、車両冷房化・軌条更換等の乗客誘致策を講じることにより一時落ち込んだ乗客の回

復をなし得ることが出来た。また、バスについても、車両の冷房化や路線の再編成等の乗客サービスに努めた。

昭和63年度より自主再建へと踏み出したが、交通事業を取りまく企業環境は厳しく、将来にわたり安定した経

営を図るため、利用者のニーズに合ったダイヤ編成や増便をはじめ、電停改良等諸施設の改善、新型車両購入、

特に平成6年度にはリフト付バス1両、 7年度には超低床バス2両を導入する等積極的に乗客誘致策に取り範み、

市民に愛される市電、市バスを目指して努力を重ねてきているところである。

2　軌　道　事　業(大正13年8月1日事業開始)

(1)輸送状況

年 度

事項

2 3 4 5 6

午 .間 輸 送 人 員 9 ,0 0 2 ,8 0 4 9 ,7 2 6 ,0 3 7 10 ,0 03 ,0 8 0 10 ′30 5 ,29 2 10 ,08 2 ,6 4 1

年 間 走 行 キ ロ 伺 1 ,4 7 4 ,4 18 .4 1 ,5 6 2 ,6 6 6 .8 1 ,6 28 ,1 9 8 .6 1 ,66 0 ,36 6 .5 1 ,6 67 ,9 08 .5

年 間 延 使 用 車 南 画 ll , 30 5 11 ′6 0 9 l l ,6 4 5 12 ,07 1 1 2 ,6 4 8

利 用 率 ㈲ 4 .3 4 . 2 4 .3 4 -4 4 .3

乗 車 料 収 入 ㈹ 1 ,0 9 3 ,0 2 8 , 34 5 1 ,1 82 ,3 2 4 ,6 7 8 1 ,25 8 ,0 96 ,6 2 6 1 , 34 5 ′6 15 ,52 8 1 ,3 16 ,4 5 1 ,4 8 1

日

平

均

輸 送 人 員 2 4 ,6 6 5 2 6 ,5 7 4 27 ,4 0 6 2 8 ,23 4 27 ,6 2 4

走 行 キ ロ 帥 4 , 03 9 .5 4 ,2 6 9 .6 4 ,4 6 0 .8 4 ,54 8 .9 4 ,5 6 9 .6

延 使 用 車 南 開 3 1 .0 3 1 .7 3 1 .9 3 3 .1 3 4 .7

乗 車 料 収 入 M 2 ,9 9 4 ,5 9 8 3 ,2 3 0 ,3 9 5 3 ,4 46 ,8 4 0 3 ,68 6 ,6 18 3 ,6 06 ,7 1 6

- 平

日

車 均

輸 送 人 員 79 6 .4 8 3 7 .8 8 5 9 .0 85 3 .7 7 9 7 .2

走 行 キ ロ 帥 13 0 .4 1 34 .6 1 3 9 .8 13 7 .6 13 1 .9

乗 車 料 収 入 ㈹ 9 6 ,6 8 5 .4 10 1 ,8 4 5 . 5 1 08 ,0 3 7 .5 1 1 1 ,47 5 .1 10 4 ,08 3 .8

表 定 速 度 (k m / H ) 14 .2 14 . 2 1 4 .2 14 .2 1 4 .2

(注)　乗車料収入は消費税相当分を除いて算出。
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(2)営業路線

年 度

事 項

2 3 4 5 6

路 線 延 長 的 12 .023 12 .023 12 .023 12 .023 12 .023

単 線 延 長 (軸 0 .288 0 .288 0 .288 0 .288 0 .28 8

複 線 延 長 的 ll .735 ll .735 ll.735 ll.735 ll .735

営 業 路 線 延 長 的 23、蝣:758 23 .758 23 .758 23 .758 23 .758

運 転 系 統 (系統) 2 2 2 2 2

停 留 場 数 (カ所) 35 35 35 3 5 35

停 間

留距

% m

最 長 的 0 .534 0 .575 0 .5 75 0.57 5 0 .575

最 短 的 0 .134 0 .134 0 .134 0.134 0 .134

平 均 的 0 .35 6 0 .356 0 .356 0.356 0 .356

( 3)系統別運輸成績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(平成6年度)

系

疏

区 間 走 行 キ ロ

乗 車

人 草

収 入 費 用 差 引

キ ロ 当 た .り 収 支 乗 車

効 率収 入 費 用 差 引

2

E37ヲ

健 軍 町 km 千 人 千 円 千 円 千 円 円 円 円 %

～

田 崎 橋
(9 .2 km )

1 ,0 9 0 ,8 5 3 .3 1,10 0 1 ,3 73 ,2 5 9 1 ,4 8 3 ,3 8 4 △1 1 0 , 12 5 1 ,2 58 .9 1 ,3 5 9 .8 △ 10 0 一9 3 6 .b

3

ロ75 -

健 軍 町

～
上 熊 本 駅 前

(9 .4 1皿)

5 7 7 ,05 5 .2 1 ,98 3 3 3 6 ,9 0 2 3 6 3 , 91 8 △ 2 7 ,0 16 5 83 .8 6 3 0 .6 △ 4 6 .8 1 5 . 9

汁 1 ,6 6 7 ,9 08 .5 10 ,08 3 1 ,7 1 0 , 16 1 1 ,8 4 7 , 30 2 △13 7 ,14 1 1 ,8 4 2 .7 1 ,9 9 0 .4 △ 14 7 .7 2 9 .2

(琵)乗客1人当たり料金収入
定期外　　136円64銭
定　期　　　87円95銭
平　均　　130円57銭

(4)電車運行要韻(平成7年8月1日実施)

系 統

項 目
2 ->5 3 号

運 行 区 間
熊本駅前～健軍町 (8.7km)

田崎橋～健軍町 (9.2km)

上熊本駅前～健軍町 (9.4km)

営 業 時 間 6 ‥00~ 0 ‥12 6 :15′-23 :24

運 転 方 法

及 び
時 刻 表 示

ダイヤ運転 ダイヤ運転
早朝、夜間帯は時刻表示
(始発から7:ooまで及び20 :00から最終まで)

昼間帯は間隔表示

終 日時刻表示

(5)在籍車両数

年度

車両
2 3 4 5 6

ボギー車(ワンマン) 33 35 37 37 38

連 接 車 4 4 4 4 4
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(6)運　　　賃　(平成4年10月1日改定)

ア　普通旅客運賃

、∴ 運 賃 団 体 旅 客 運 賃 団体旅客運賃
の

割引適用方法大 人
(中学生以上)

小 児
〔小学生以下) 特 殊 運 賃 大 人

(中学生以上) 小児及び特殊

対 キ ロ

最初の 2 キロま 1 2 歳未満の者 身体障害者手帳 30人以上の団体 左記の団体で小 基準となる普通
で130円、2 キ ロ は大人運賃の半 の交付を受けて で同時に一定の 学生以下の小児 旅客運賃からそ
を超え 5 キロま 額、6 歳未満の いる者及び介護 停留場で乗降す 及び身体障害者 の運賃 の100分

で150円、5キ ロ 幼児は保護者同 人、諸施設によ る場合 (12歳以 並びに養護施設 の10以内の額を
を超え 8 キロま 伴の場合に限 り り養護又は保護 上の団体) 児童の団体 割引した額

区 間 制
で170円、8 キ ロ
を超える時は
190円

その 1 人は無料
とする

を受けている老
及び付添人並び
に精神薄弱者及
び介護人で各々
普通運賃の50%
割引

イ　1日乗車券運賃

種 運 賃 乗 車 で き る 範 囲

1 日乗車券(区間指定) 大人 500円 小児250円 電車全区間及び自動車の指定区間
1 日乗車券(全線) 大人1,000円 小児500円 電車及び自動車の全区間

ウ　定期旅客運賃

Jil̂ ^^^^^^^^^B ''! <m w, 割 引 率 摘 要

通勤定期 1 カ月 普通運賃を60倍したものから30% 割引 持参人式定期券は、当該通勤定期券を持参
する者も使用できる。

S ヵ月 1 カ月定期運賃塀を3 倍したものから 5 % 害帽ー

大人通学定期 (中学生以上) 1 カ月 普通運賃を60倍したものから50% 割引 端数売 り1 カ月定期券は、端数日数59 日を
限度として発売する。 3 カ月定期券は、端
数日数29 日を限度として発売する。S ヵ月 1 カ月定期運賃額を3 倍したものから 5 % 割引

小児通学定期 (小学生) 1 カ月 普通運賃を60倍したものから75% 割引

S ヵ月 1 カ月定期運賃額を3 倍したものから5 % 割引

通勤通学定期 1 カ月 通勤定期運賃族の2 分の 1 と大人通学定期運賃
額の合算額

特殊割引定期 通勤 1 カ月 通勤定期券の30% 害帽ー 身体障害者福祉法、精神薄編者福祉法、児

童福祉法の適用を受ける老及びその介護 人、
介添人に発行3 カ月 1 カ月定期運賃額を3 倍したものから5 % 割引

通学 1 カ月 大人通学定期券の50% 割引

3 カ月 1 カ月定期運賃額を3 倍したものから5 % 割引

電車 . 自動車共通定期
自動車運送事業の欄を参殿

電車 . 自動車乗継定期

エ　回数旅客運賃

区 分 内 容

普通回数乗車券

自動車運送事業の欄を参照
通学回数乗車券

電車 .自動車普通乗継回数券

電車 .自動車通学乗継回数券

オ　貸切旅客運賃
運 賃 区 間 大 人 運 賃 小 児 運 賃

1 3 0 円 区 間 9 , 0 0 0 円 4 , 5 0 0 円

1 5 0 円 区 間 1 0 , 3 0 0 5 , 2 0 0

1 7 0 円 区 間 1 1 ′ 7 0 0 5 , 9 0 0

1 9 0 円 区 間 1 3 , 1 0 0 6 , 6 0 0
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3　自動車運送事業

(1)輸送状況

昭和2年11月23日事業開始
昭和6年5月23日事業開始
昭和54年8月1日事業廃止

年 度

事 項
9 3 4 5 6

年 間 輸 送 .人 員 19 ,0 10 ,87 4 19 ,7 3 9′56 0 19′5 0 1 ,0 3 6 1 9′82 2 ,0 59 19 ′157 ′1 92

年 間 走 行 キ 由 餌 6,8 2 2 ,2 69 .0 6 ,96 1 ,4 15 .0 7′1 66 ,5 4 6 .0 7 ,30 7 ′172 .0 7 ′3 5 5′7 93 .0

使 用 車 南 開 60 .4 40 6 1 ,1 45 6 1 ,9 16 6 2 ,8 53 6 3 ,17 8

利 用 率㈲ 9 .0 8 .5 8 .4 8 .5 8 .2

乗 車 料 収 入 (Pg 2 ,5 5 8′68 0′7 09 2′64 7 ′627 ,5 73 2 ,6 6 1 ,0 00 ′9 7 1 2 ,7 6 1′9 25 ,7 82 2 ,6 60 ′94 9 ,0 95

日

辛

均

輸 送 人 員 52 .0 85 5 3 .9 33 53 ,4 2 7 54 ,3 07 5 2 ,4 8 5

走 行 キ ロ 的 18 ,6 9 1 .1 19 ,0 20 .3 1 9′6 3 4 .4 20 ,019 .6 20′15 2 .9

延 使 用 車 両 内 165 .6 167 .1 16 9 .6 172 .2 17 3 .1

乗 車 料 収 入 ㈹ 7,0 10 ,0 84 7 ,23 3′9 55 7 ,2 9 0 ,4 14 7 ,5 66 ,920 7 .2 90 .2 7 1

一平

日

車均

輸 送 .人 員 314 .5 3 22 .8 3 15 .0 315 .4 3 0 3 .2

走 行 キ ロ 伺 11 2 .9 113 .9 1 15 .7 1 16 .3 11 6 .4

乗 車 料 収 入 ォ 42 ,3 3 4 .2 4 3 ,3 00 .8 4 2′97 7 .6 4 3 ,942 .6 42 ,1 18 .3

表 定 速 度 (km / H ) 1 4 .0 14 .0 14 .0 14 .0 14 .2

(荏)　乗車料収入は消費税相当分を除いて算出。
表定速度は総所要時分から起終点の調整時分を差し引いて計算した。

(2)営業路線

年 度

事 項
2 3 4 5 6

免 許 路 線叫 166 .100 167 .550 172.310 171.800 178 .100

営 業 路 線伺 166.100 167 .550 172.310 171.800 178 .100

休 止 路 線毎 0 1.0 0 0 0

停留所名称数 (カ所) 396 401 406 408 429

停距

留

所

間離

最 長 的 1.1 1.1 1 .1 1 .1 1.1

最 短 帥 0.1 0 .1 0 .1 0 .1 0.1

平 均 的 0.421 0 .419 0 .425 0 .422 0.416

運系

m .
転数

路 線 (路線) 27 27 29 29 29

系統数 (系統) 135 139 142 148 153

運距

義

寡

統離

総 長 的 1,200.0 1 ,237 .8 1,247 .3 1′323 .9 1′383.4

最 長 的 18 .8 18 .8 18 .8 19 .4 19.4

最 短 的 1.6 .6 1 .0 1.0 .0

平 均 的 8 .9 9 .0 8 .8 8 .9 9.0
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(3)バス専用レーン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(平7.4.1現在)

区 間 距 離 通 用 時 間

専

用

レ

ー

ン′

熊本城交差 点～ 国府交差点
km

上 .下 5 .8 64

ラ ッシ ュ時間帯

水前寺公園入 口交差 点ノ) 国府 交差 点 上 0 .2 14

明午橋 通 り交差 点～ 水道 町交 差点 上 .下 1.120

南熊本駅前交差 点～ 宇島町交 差点 上 . 下 2 .9 60 7 ‥00へノ9 ‥00
17 : 0 0′) 1 9 ‥00

一部 区間

水前寺駅前交差 点～ 水前寺駅 通 り交差 点 上 0 .4 50

大江渡鹿交差点 ～子 飼橋 際 上 . 下 1.0 40

浄行寺バス停～ 藤崎官鳥居 上 0.3 60 6 ‥00′-2 3 ‥00

浄行寺～明午橋 通 り交差 点 下 0.6 10

国府交差点～水前寺陣屋 前 下 0.354

緒方眼科医院前～水前寺公園入 口交差 点 下 0.390

計 13 .3 62

(4)在籍車両数

年 度

車 両
2 3 4 5 6

ワ ン′ マ ン′ 190 19 0 19 6 19 9 2 03

(荏) 4年度以降、熊本城周遊-バス(熊本城一帯の文化施設を周回するレトロ調バス) 2両を含む。
6年度に、移動制約者の利便のため、リフト付バス1両を導入。又、 7年度中に超低床バス2両を導
入予定。
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(5)路線別運輸成績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(平成6年度)

路
箱泉
香
早

路 線 名 走 行 キ ロ

乗 車

人 員
収 入 費 .用 差 引

キ ロ 当 た り収 支

収 入 費 用 差 引

1 第 1 環 . 状 線
1皿 千 人 千 円 千 円 千 円 円 円 円

536 ,994 2 ,154 34 3 ,20 9 3 15 ,8 12 2 5 ,39 7 6 39 588 5 1

3 池 田 大 窪 線 333 ,68 6 1 ,1 16 18 1 ′27 4 17 1 ,18 6 10 ,088 5 43 513 3 0

4 小 峯 京 壕 線 8 04 ,14 1 3 ,18 2 6 11 ,27 1 4 61 ,30 7 14 9 ,96 4 7 60 574 18 6

5 川 尻 帯 山 線 92 3 ,35 0 1 ,99 5 46 8 ,56 1 4 59 ,2 46 9 ,3 15 5 07 497 10

6 島 崎 保 田 窪 線 52 6 ,87 7 1 ,7 19 32 3 ,63 2 2 72 ,5 47 5 1 ,08 5 614 517 9 7

7 長 嶺 子 飼 線 9 1 ,878 17 1 4 1 ,15 7 50 ,5 56 △ 9 ′39 9 448 550 △ 10 2

8 楠 城 西 線 86 3 ,8 18 2 ,127 4 15 ,49 5 4 58 ,07 6 △ 4 2 ,58 1 48 1 530 △ 4 9

9 流 通 田 地 線 108 ,038 113 3 2 ,82 3 55 ,6 54 △ 2 2 ,8 31 304 515 △ 2 11

10 野 口 健 軍 線 48 5 ,49 2 8 18 17 9 ,34 7 2 49 ,98 4 △ 7 0 ,6 37 369 515 △ 14 6

ll 御 幸 木 部 線 2 12 ,47 4 48 2 10 5 ,43 8 107 ,3 39 △ 1 ,9 01 49 6 505 △ 9

12 花 園 林 原 線 27 9 ,6 91 9 79 16 4 ,4 51 156 ,4 58 7 ,9 93 588 559 29

13 川 尻 線 26 3 ,4 51 3 13 8 5 ,3 10 126 ,8 03 △ 41 ,4 93 324 48 1 △ 157

14 画 図 線 28 5 ,38 4 6 78 143 ,4 59 149 ,5 34 △ 6 ′0 75 50 3 524 △ 2 1

15 池 田 健 軍 線 野 口健 軍 線 に 含 む

16 健 軍 長 嶺 線 東 町 団 地 線 に 含 む

17 川 尻 土 河 原 線 野 口健 軍 線 に 含 む

18 東 . 町 団 地 .級 17 0 ,4 62 2 65 56 ,019 82 ,416 △ 26 ,3 97 32 9 483 △ 154

19 中 央 環 状 線 113 ′175 214 44 ,916 67 .728 △ 22 ,8 12 39 7 5 98 △ 20 1

20 昭 和 町 線 20 5 ′2 42 427 88 ,8 84 1 11,38 1 △ 22 ,497 43 3 5 43 △ 110

2 1 高 平 団 地 線 12 0 ,0 77 235 52 ,535 64 ,398 △ 1 1,8 63 43 8 5 36 fiN

22 熊 本 駅 県 庁 線 3 7 ,5 11 100 18 ,836 25 ,795 △ 6 ,959 5 02 688 △ 186

23 上 熊 本 線 164 ,0 28 385 73 ,648 98 ,238 △ 24 ,590 4 49 5 99 △ 15 0

24 長 清 団 地 線 100 ,2 92 207 42 ,646 62 ,23 1 △ 19 ,58 5 4 25 6 20 △ 19 5

25 上 熊 本 車 庫 線 花 園 林 原 . 楠 城 西 . 池 田 大 窪 . 八 王 寺 環 状 . 高 平 団 地 線 に含 む

26 川 尻 県 庁 線 33 ,5 99 26 8 ,308 15 ,49 1 △ 7 ,18 3 2 47 4 61 △ 2 14

27 本 山 車 庫 線 川 尻 線 に 含 む

28 八 王 寺 環 状 線 28 3 ,9 08 643 125 ,5 11 15 2 ′90 3 △ 2 7 ,39 2 442 539 △ 97

29 子 飼 渡 瀬 線 28 2 ,2 88 547 107 ,89 0 14 6 ′08 7 △ 38 ′1 97 382 518 △ 136

熊 本 城 周 遊 線 40 ,7 38 62 15 ,52 9 15 ,5 29 0 38 1 38 1 0

臨 時 .便 89 ,199 199 3 1 ,22 1 27 ,48 4 3 ,7 37 350 308 42

合 計 7 ,355 ,793 19 ′157 3 ,75 9 ,37 0 3 ,9 04 ,18 3 △14 4 ,8 13 5 11 53 1 △ 20

(注)　乗客1人当たり運賃収入
定　期　外　142円68銭
定　　　期　114円96銭
全　　　体　138円90銭
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(6)運　賃(平成4年10月1日改定)

ア　普通旅客運賃

種別

制度

運 賃 最 低 運 賃
特 殊 運 賃

大 人 (中学生以上) 小児 (小学生以下) 大 人 小 十e

対キロ区間制

最初の 2 キロまでは賃率 61 12才未満の者は大

130円 70円

身体障害者手帳の交付を受けてい

円4 0銭、 2 キロを超え10キ 人運賃の半額、 6 る者及び介護人、諸施設により轟

ロまでは賃率30円70銭、 10 才未満の幼児は保 護又は保護を受けている者及び付

キロを超え20キロまでは賃 護者同伴の場合に 添人並びに精神薄弱者及び介護人

率27円60銭、20キロを超 え

るものは賃率24円6 0銭 とし

て計算した額0

限 りその 1 人は無

料とする。

で各々普通運賃の50% 割引

イ　1日乗車券運賃

a m 運 賃 乗 車 で き る 範 囲

1 日乗車券(区間指定) 大人 500円 小児250円 電卓の全区間及び自動車の指定区間

1 日乗車券(全線) 大人1,000円 小児500円 電卓及び自動車の全区間

熊本城周遊 1 日乗車券 大人 300円 小児150円 熊本城周遊 自動車の全区間

ウ　定期旅客運賃

種 別 期 間 割 引 率 摘 要

通 勤 定 期
1 カ月 普通運賃 を60倍 した ものから30% 割引 持参人式定期券 は、当該通

勤定期券を持参 する者も便
3 # J3

1 カ月定期運賃額 を 3 倍 した ものか ら
5 % 割 引 用で きる0

企 業 軍 期
1 カ月 普通運 費を60倍 した ものか ら35% 割引

S ヵ月
1 カ月定期運賃額 を 3 倍 した ものから

5 % 割引

通 学 定 期
(高校生 以上)

1 カ月 普通運 賃を60倍 した ものか ら45% 割引 端数売 り 1 カ月定期 券は、
端数 日数59 日を限度 として

S ヵ月
1 カ月定期運賃額 を 3 倍 した ものから
5 % 割引 発売す る。3 カ月定期券 は、

端数 日数29 日を限度 として
発売す る0通 学 定 期

(中 学 生)

1 カ月 普通運賃を60倍 した ものか ら50% 割引

3 カ月
1 カ月定期運賃名臣を 3 倍 した ものか ら
5 % 割引

通 学 定 期
(小学生 以下)

1 カ月
通学定期 (中学生) 1 カ月定期運 賃を

50% 割引

3 カ月
1 カ月定期運賃額を 3 倍 した ものか ら

5 % 割引

通 勤 通 学 定 期
1 カ月

全 区間往復乗車 とな る場合は、乗 車区

間の大人通勤定期運賃 と通学 (高校生
以上) 定期運賃の合算額 の50% 割引、
そ の他 は75% 割引

3 カ月
1 カ月定期運賃額 を 3 倍 した ものか ら

5 % 割 引

特殊割引定期

通 勤
1 カ月 通 勤定期券 の30% 割 引 身体障害者福祉 法、精神薄

弱者福祉法、児童福祉法 の
3一カ月 .

1 カ月定期運賃額 を 3 倍 した ものか ら
5 % 害帽 ー 適用を受け る者及びその介

護人、介添人に発行

通 学
1 カ月.

通 学 (高校生 以上及 び中学生) 定封券

の30% 割引

S ヵ月
1 カ月定期運賃額 を 3 倍 した ものから

5 % 割 引

電車 . 自動 車共通定期
1 カ月 電車 と自動車路線 が平行 している区間を利用す るもので、電車 と自

S ヵ月 動皐の定期運賃 の うちいずれ か高額 となる運賃

電車 . 自動車
乗 継 定 期

通勤

普 通
1 カ月

乗継する停 留所 を起 点 として、電 車及 び 自動車 のそれぞれの区間運
賃か ら30円割 引 して算出 した額を60倍 して30% 割引

3 カ月 1 カ月定期運賃額 を 3 倍 した ものか ら 5 % 割 引

企 業
1 カ月

乗継する停 留所 を起 点 として、電 車及 び 自動 車のそ れぞれの 区間運
賃か ら30円割引 して算出 した額を60倍 して35% 割 引

3 カ月 1 カ月定期運賃額 を 3 倍 した ものか ら 5 % 割 引

通学

中学生
1 カ月

乗継す る停 留所 を起点 として、電 車及び 自動 車のそ れぞれ の区間運
賃か ら30円割引 して算出 した額を60倍 して50% 割引

S ヵ月 1 カ月定期運 賃額 を 3 倍 した ものか ら 5 % 割引

高校 生
以 上

1 カ月
乗継す る停 留所 を起点 と して、電 車及び 自動車のそれぞれの区間運
賃か ら30円割引 して算 出 した額を60倍 して45% 割引

3 カ月 1 カ月定期運賃額を 3 倍 した ものか ら 5 % 割引

片 道 定 期
1 カ月

3 カ月
往復定期運賃か ら50% 割引
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エ　回数旅客運賃

区分 券 種 内 容 適 用 備 考

立と【ヨ
過
回
数
莱
辛
券

1,000円券 . 100円 ×11枚 乗車区間の運賃額 に合

市電

市営バス

九州産業 交通㈱

熊本電鉄㈱ 共 通

熊本バス㈱

～

2 ,000円券

～

200円 ×11枚

わせて使用す る。

1,000円

ミックス券

130円 × 8 枚 と60 円× 1 枚

140円 × 7 枚 と120円× 1 枚

150円 × 7 枚 と50 円× 1 枚

160円 × 6 枚 と140円 × 1 枚

170円 × 6 枚 と80 円× 1 枚

50 円× 9 枚 と60円 × 5 枚 と

70 円× 5 枚 J R 九州バス

過
学

1,000円券 100円 ×13枚 乗車区間の運賃額 に合

～ ～ わせて使用す るO 学校

回
数
莱
辛
寡

2 ,000円券 200円 ×13枚 または身体障害者福祉

法に規定す る諸施設に
1,000円

ミックス券

50 円× 8 枚 と60円 × 8 枚 と

70 円× 6 枚 通学 (通園) す る老

(身分証明書が必要)10 円×18枚 と70円 ×16枚

区 分 SiK S 金 額 適 用

自動車普通乗継
11枚綴

基準運賃額を10倍 した額。基準運

賃額は、乗降停留所間 (乗降停留

所が運賃区界でない場合は運賃区

界停留所相互間) の運賃計算キロ

程に対応する大人片道普通旅客運 自動車と自動車を指定 された停留所で乗継

回数券 賃額とする0 ただ し、それぞれの

乗降区間の大人普通旅客運負の併

算額が前記の運賃額より低額 とな

る場合は、併算額を基準運賃額と

する0

ぐ場合のみ使用できる0

自動車通学乗継
13枚綴 基準運賃額を10倍した額0

自動車と自動車を指定された停留所で乗継

回数券 ぐ場合のみ使用できる。

電車 . 自動車
11枚綴

乗継する停留所を起点 として、電

車及び自動車のそれぞれの区間運 電車と自動車を指定された停留所で乗継 ぐ

普通乗継回数券 賃から30円割引して算出した額を

10倍 した額。

場合のみ使用できる。

電卓 . 自動車
13枚綴

乗継す る停留所を起点 として、電

車及び自動車のそれぞれの区間運 電車と自動車を指定された停留所で乗継 ぐ

通学乗継回数券 賃から30円割引して算出した額を

10倍 した額0

場合のみ使用できる。
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4　経　営　状　況

(単位　円)

年 度

事 項 .

o 3 4 5 6

戟

道

事

業

総 収 益 1 ,4 2 3 ,6 3 1 , 18 1 1 ,4 8 2 ,7 7 9 ,7 4 9 1 , 5 96 , 9 0 7 ,8 5 1 1 ,7 3 8 ,2 2 2 ,9 3 1 1 ,7 1 0 ,1 6 1 , 17 5

乗 車 料 収 入 1 ,0 9 3 ,0 2 8 ,3 4 5 1 , 18 2 ,3 2 4 ,6 7 8 1 , 2 58 , 0 9 6 ,6 2 6 1 ,3 4 5 ,6 15 ,5 2 8 1 ,3 1 6 ,4 5 1 ,4 8 1

そ の 他 収 入 3 3 0 ,6 0 2 ,8 3 6 3 0 0 ,4 5 5 ,0 7 1 3 38 ,8 1 1 ,2 2 5 3 92 ,6 0 7 ,4 0 3 3 9 3 ,7 0 9 ,6 9 4

総 費 用 1 ,3 9 2 ,9 8 8 , 14 5 1′4 6 8 ,9 6 3 ,3 6 1 1 , 6 14 , 1 8 0 ,9 0 4 1 ,8 03 ,0 2 9 ,5 2 9 1 ,8 4 7 ,3 0 2 ,4 4 3

人 件 草 9 18 ,2 6 9 , 14 7 9 4 5 ,7 9 7 ,8 3 1 9 9 6 ,4 4 1 ,6 5 4 1 ,0 0 6 ,0 3 4′8 07 1 ,0 3 7 ,9 7 9 , 1 12

減 価 償 却 費 13 0 ,7 93 , 3 17 16 3 , 10 4 ,3 7 2 1 9 7 , 3 5 7 ,7 6 8 2 2 3 ,15 0 ,7 0 1 2 4 4 ,0 8 1 ,0 2 4

電 力 費 7 8 ,3 2 2 ,5 95 7 8 ′3 0 9 ,5 8 1 8 3 , 4 5 7 ,3 9 0 8 4 ,8 8 8 ,0 2 9 8 7 ,9 8 8 ,3 5 5

支 払 利 息 9 6 ,5 4 6 , 78 1 1 13 ,7 13 ,4 5 4 1 3 6 , 7 4 6 ,9 5 1 2 38 ,3 7 9 ,7 6 7 2 4 4 ,4 4 9 , 18 8

修 繕 費 4 6 ,5 4 2 , 4 27 4 3 ,2 8 5 ,9 4 1 4 6 ,2 9 8 ,4 3 0 6 2 ,3 6 9 ,8 4 2 6 4 , 13 6 ,4 7 5

そ の 他 12 2 ,5 1 3 , 8 78 12 4 ,7 5 2 , 18 2 1 5 3 ,8 7 8 ,7 1 1 1 8 8 ,2 0 6 ,3 8 3 1 6 8 ,6 6 8 ,2 8 9

単 年 度 損 益 3 0 ,6 4 3 ,0 3 6 13 ,8 16 ,3 8 8 △ 1 7 ,2 7 3 ,0 5 3 △ 6 4 ,8 0 6 ,5 9 8 △ 1 3 7 , 14 1 ,2 6 8

剰 余 金 又 は 累 積 欠 損 金 2 1 ,5 0 7 ,9 5 6 0 0 0 0

自

動

辛

運

逮

事

業

総 収 益 3 ,3 3 4 ,3 7 3 ,5 8 3 3 ,5 65 ,7 62 ,9 9 1 3 ,6 8 5 ,2 2 4 ,6 4 3 3 ,8 7 9 ,6 2 7 ,1 8 8 3 ,7 5 9 ,3 6 9 , 57 2

乗 車 料 収 入 2 ,5 5 8 ,6 8 0 ,7 0 9 2 ,6 47 , 6 27 , 57 3 2 ,6 6 1 ,0 0 0 ,9 7 1 2 ,7 6 1 ,9 2 5 ,7 8 2 2 ,6 6 0 ,9 4 9 ,0 9 5

そ の 他 収 入 7 7 5 ,6 9 2 ,8 7 4 9 18 ,1 3 5 ,4 1 8 1 ′0 2 4 ,2 2 3 ,6 7 2 1 ,1 1 7 ,7 0 1 ,4 0 6 1 ,0 9 8 ,4 2 0 , 4 77

総 費 用 3 ,4 0 5 ,7 5 0 , 10 8 3 ,7 5 0 ′3 8 5 ,9 2 2 3 ′9 19 ,4 0 3 ,3 3 3 3 ,9 7 7 ,3 5 2 ,2 4 6 3 ,9 0 4 ′18 2 ,9 0 7

人 件 草 2 ,56 7 ,5 8 8 ,8 5 6 2 ,8 16 ,9 7 3 ,2 4 7 2 ′9 1.8 ,7 6 2 ,1 0 0 2 ,9 3 9 ,0 8 8 ,6 9 1 2 ,8 6 5 ,2 58 ,9 1 1

減 価 償 却 費 22 5 ,6 8 9 ,8 7 2 2 2 5 ,6 28 ,8 2 2 2 0 5 ,4 9 0 ,5 3 1 1 9 7 ,7 9 0 ,9 9 7 2 2 2 ,2 9 5 ,2 7 0

燃 料 費 1 6 9 ,0 6 7 ,6 0 0 1 6 3 ,8 8 9 ,0 0 0 16 4 ,9 8 4 ,8 0 0 16 9 ′18 3 ′2 0 0 18 8 ,8 9 8 ,6 0 0

支 払 利 息 4 0 ,5 2 8 ,5 7 3 4 6 ,7 5 4 ,1 3 4 4 3 ,7 17 ′7 5 2 4 0 ,5 9 2 ′0 9 1 3 6 ,4 5 1 ,5 9 2

修 繕 費 1 0 6 ,5 0 5 ,0 2 4 1 1 3 ,6 0 6 ,8 6 4 1 10 ,2 15 ,5 2 9 1 17 ,6 7 9 ,5 8 5 10 3 ,6 5 6 ,1 1 1

そ の 他 2 9 6 ,3 7 0 , 18 3 3 8 3 ,5 3 3 ,8 5 5 4 7 6 ,2 3 2 ,6 2 1 5 13 ,0 17 ,6 8 2 4 8 7 ,6 2 2 ,4 2 3

単 年 度 損 益 △ 7 1 ,3 7 6 ,5 2 5 △ 1 8 4 ,6 2 2 ,9 3 1 △ 2 3 4 , 17 8 ′6 9 0 △ 9 7 ,7 2 5 ,0 5 8 △ 14 4 ,8 1 3 ,3 3 5

剰 余 金 又 は 累 積 欠 損 金 5 0 3 ,0 7 1 , 10 1 0 0 0 0

汁

総 収 益 4 ,7 5 8 ,0 0 4 ,7 6 4 5 ,0 4 8 ,5 4 2 ,7 4 0 5 ,2 8 2 , 1 3 2 ,4 9 4 5 ,6 17 ,8 5 0 , 1 1 9 5 , 4 6 9 ,5 3 0 ′7 4 7

乗 車 料 収 入 3 ,6 5 1 ,7 0 9 ,0 5 4 3 ,8 2 9 ,9 5 2 ,2 5 1 3 ,9 1 9 , 0 9 7 ,5 9 7 4 ′1 07 ,5 4 1 ,3 1 0 3 , 97 7 ,4 0 0 ,5 7 6

そ の 他 収 入 1 ,1 0 6 ,2 9 5 ,7 10 1 ′2 1 8 ,5 9 0 ,4 8 9 1 ′3 63 , 0 3 4 ,8 9 7 1 ,5 1 0 ,3 0 8 ,8 0 9 1 ′4 9 2 , 13 0 , 17 1

総 費 用 4 ,7 9 8 ,7 3 8 ,2 5 3 5 ,2 1 9 ,3 4 9 ,2 8 3 5 ,5 3 3 , 5 8 4 ,2 3 7 5 ,7 8 0 ,3 8 1 ,7 7 5 5 ,7 5 1 ,4 8 5 ′3 5 0

人 件 費 3 ,48 5 ,8 5 8 ,0 0 3 3 ,7 6 2 ,7 7 1 ,0 7 8 3 ,9 15 , 2 0 3 ,7 5 4 3 , 9 4 5 , 12 3 ,4 3 ,9 0 3 ,2 3 8 ,0 2 3

減 価 償 却 費 3 5 6 ,4 8 3 , 18 9 3 8 8 ,7 3 3 , 19 4 4 0 2 , 8 4 8 ,2 9 9 4 2 0 , 94 1 ,6 98 4 6 6 ,3 7 6 ,2 9 4

電 力 費 . 燃 料 費 2 4 7 ,3 9 0 , 19 5 2 4 2 ,1 9 8 ,5 8 1 2 48 , 4 4 2 , 19 0 2 5 4 ,0 7 1 ,2 2 9 2 7 6 ,8 8 6 ,9 5 5

支 払 利 息 1 3 7 ,0 7 5 ,3 5 4 1 6 0 ,4 6 7 ,5 8 8 18 0 ,4 6 4 ,7 0 3 2 78 , 97 1 ,8 5 8 2 8 0 ,9 0 0 ,7 8 0

修 繕 費 15 3 ,0 4 7 ,4 5 1 15 6 ,8 9 2 ′8 0 5 1 5 6 ,5 13 ,9 5 9 1 8 0 ,0 4 9 ,4 2 7 1 6 7 ,7 9 2 ,5 8 6

そ の 他 4 1 8 ,8 8 4 ,0 6 1 5 0 8 ,2 8 6 ,0 3 7 6 3 0 ,1 1 1 ,3 3 2 7 0 1 ,2 2 4 ,0 6 5 6 5 6 ,2 9 0 ,7 1 2

単 年 度 損 益 △ 4 0 ,7 3 3 ,4 8 9 △ 17 0 ,8 0 6 ,5 4 3 △ 2 5 1 ,4 5 1 ,7 4 3 △ 1 6 2 ,5 3 1 ,6 5 6 △ 2 8 1 ,9 5 4 ,6 0 3

剰 余 金 又 は 累 積 欠 損 金 5 2 4 ,5 7 9 , 05 7 0 0 0 0

(注)　特別損益は除く
消費税相当分を除いて算出
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5　職員数及び給与

(I)部F明ll職員数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(平7.4. 1現在)

部 門 別

職 種 別 性 別

一 般 管 理 電 車 ノ＼ ス 計

男 女 計 男 女 計 1男 女 計 男 女 計

特 別 職 1 1 1 1

事 務 輝 2 0 1 2 1 12 3 15 22 2 24 54 6 6 0

技 術 職 30 30 15 15 45 45

運 転 士 76 1 77 2 78 2 78 3 54 1 3 55

車 掌

そ の 他 1 2 12 18 18 30 3.0

計 21 1 2 2 13 0 4 134 3 33 2 3 3 5 484 7 4 9 1

(2)部門別1人月平均給与額等　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(平7. 4月分)

部 門別

事 項
一 般 管 理 電 車 ノ＼ ス 全 体 .

基 本 給 ㈹ 3 11 ,73 8 2 93 ,2 29 3 11 ,52 1 30 6 ,52 8

特 殊 勤 務 手 当 (PS 0 2 ,4 43 3 ,45 0 3 ,02 7

超 過 勤 務 手 当 (P3) 15 ,7 24 53 ,1 90 6 0 ′67 2 5 6 ,70 0

そ の 他 の 手 当 H 35 ,8 32 34 ,8 43 3 0 ,07 0 31 ,6 22

令 ft (R ) 3 63 ,2 94 3 83 ,7 05 40 5 ,7 14 3 97 ,8 77

年 齢 ㈱ 39 歳 10 月 4 1歳 9 月 43 歳 8 月 43歳 0 月

勤 続 年 数 ㈹ 15 年 5 月 14年 6 月 . 16 年 8 月 16年 0 月

6　施

(注)　特別職を除く(専従含む)

設

事 項

施設名
面 横 施 設 内 容

交 通 局
ll,473 道

事務所 電車車庫 車両整備工場 電車営業所

小 峯 営 業 所

16,388

営業所 バス車庫

小 峯 整 備 工 場 整備工場

上 熊 本 営 業 所 ll,062 営業所 整備工場 バス車庫

本 山 営 業 所 5,913 営業所 整備工場 バス車庫
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